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学校経営の現代化と称して，諸々の提案がなされたり，実践的研究が行われてきたが，その成

果はどうであろうか。

学校経営とは学校の経営合意味しているととは勿論であるが，その際，学校としづ組織体Kつ

いての研究が十分忙なされてきたであろうか。学校組織を構成している人間の問題，そこにi構成

される内部組織の問．題，そこの創造する文化の問題等々 Kついての検討と，単位~；§織としての学

校組械についての研究は十分に行われてきたとはいえない。

学校教育の改善といわれる：場合，学校教育の内容と方法と場合托よって形態が対象となるが，

組織としての学校の改善との連携は，十分ιとられていな L、と L、える。従ってヲ学校教育の内容

等の改善と， j泣総等fつ改善とは並行して進行し？どちらかの研究をとる場合 3 その成果の~If；）＿~.存在

他との連携の不十分さに：J帯してしまうことがある。この両者の述携を信托することは必要なこと

であろう。

ところで， L、ずれの立場から改善に取り組もうとも，行きつくと ζろは，荻自:1iの変容次第であ

るといわれるO ゥまり，内容や方法等の改善では？救出｛］の役割の変化を嬰求していることはし、う

までもな同しかし，組織上の改善は， iifil紘の変革を要求するもので，直接に人組の宏容を安求

しなし、が，組織の変革Kよって生ずる新しい役害出土そこに適合する人向をj安求することになるの

で，結局は教師の役割の変化を要求すること Kなるのであるc

この俗人の変革としづ rl,fJiBJ~首位減の変革との関係でとらえられるもグ，であり，学校の場合もヲ

教師や，生徒の役割の変革についての研究付、学校組織4の~·苦手との凶綜でとらえることもでき；；.；：； o

ここでは 3学校組織と Lづ立場での学校の；堺決すべき諒匙を取り上げ，その 1つめ訴訟Kつい

ての今後の研究方向を論究する。

1 .組織としての学校が当面する課題

現在，学校が改善されなければならないといわれてし、る背景には，学校が幾多の難問をかかえ

ていることがあげられる。それらの幾っかを例示すれば次のようになろう。

O上松学校段階の中？特K高等学校への進学率が増加し 7 しかも大学への進学者が増加の傾向に

あることから，子どもでもなくまた大人でもなし、両者の中間層を構成する青年を収容する機関と

して，学校は対応策をたてているのカ込と L、う問訟がある。簡単Kいえば，青年文化闘（ youth

「～一一一一一一一一一ー
culture）としての学校とレう新しい発売去をとらなりればならないということ｝心，Jる。
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。中等教育機関を出たとはし、うけれども，社会ーか安求するような基礎的知識を身につけていない

青年も多く輩出されているとLづ問題である。これは中等教育機関の質的改善をはかるべきであ

るとし、うことである。

。現在の学校の教育謀程は巾がせま＜＼ • ~生徒の発達を阻害している面もあるとし、う問題がある。

これについては，特に，中等学校段階では，基礎的，基本的事項は共通KL，その他Kついては

生徒の興味。関心及び進路 c 適性との関係で巾広く学べるような教育課程Kすべきであるという

主張もある。

。教育内外の変化K伴って，教師の養成と現職教育が十分でなく，適切な教育が行われていない

諒例があるとLづ問題である。これは教師の計画的。継続出激育を行うべきであると」、うことで

ある。

。校長のための教育訓練が十分で‘'It.¥、ため？適切なリーダーシップを発揮できないと L、う民題と

とも K ，校長付‘多くの場合K指導性を発揮するというよりもいずれかの代弁者となる場合もみら

れると Lづ問題がゐる。これは校長の主体的な指2導性の発拐の：重要性とし、うことである。

0 教師の各々の持つ専門性を十分K発換させるような総総づくりや運営が十分K行われてL、なL、

という許可題がある。放師のおi単位が十分に充郊できる組怯づくりが玄要であるということである。

これらの問題は？その他の事も含め，学校のぎ~~§~jや施設？設備や教育計画全十分に；活用するこ

と fer~託宣してし、るといえる。

これらの問題を組紋としての学校が解決するためには，多方面からの研ヲ切：必要である。

まず第1vcは，行動科学の研究成県会ふまえてを組以の中の人間を青成するような配慮がなさ

れなければならなし、。！玄iiのよう K，人向の行動全変容させることは時雨と自立難度をf半うがヲそ

のような努力を払う方策を見出すことl，士学校の効率との関係からも重要な課題の 1つといえよう。

詑 2Vt~士，学校という組織Vi.·mo人的な人間と集i立i と文化によって構成されているので，学校文

化合向上させると Lヴ方向からの研究が必要である。ここでL、う学校文化とは，学校の生活様式

でおり，今佼の学校の方向として入信〕化がL、われてし、るが，それは学校の文化つまり生活総式在

より人間イヒしようとレうことであると解釈される。従って．学干支文化身構成要素で分析し，学校

文化を人間イとする方向での静汚ども霊安な誌足！の 1つとなろう。

第ろ｛ぞ？知総としての学を紛ミそこに所属する人間K満足のいくものとなり，それが効率を高め

るための人間的な雰間気（ h :_ima n e c 1 i mθ，t.e) i；亡 L、し環境（ environ：ηeぉi）となるための研

究が必妥となろう。学校とL、う組識は，表1のように「手太郎の生徒の両方の生産性と満足感Jと

を高めるような雰盟気を作ることが目的として志向されている。従って，学00写囲気を構成する

婆素を分析し，その自的に志向するように学校 関気を改善するとしづ研究もZ主要な課題の？っ

とL、えよう。
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表1. 学校雰囲気の 目標

宗主He，学校という組総は後つかのフォーマノレな内部組訟を持っており 3教師jは内部組総との

かかわりにお小て役割在遂行しているので，＠入と内部組紘との約係忙っし、ても｛：If究してみる必

要があるな特K，教師の身分関係上の地位とー佼務分掌上の役割とは基盤全異にしているので， jaij

者を使いわける牧師は葛藤場面に常時直面しているといえる。従って，二二枚看板を背おわされた

孜前の個人と内部組紙との関係長f 解明することも J~t：設な課題の 1 つといえよう。

以上は，副総上のflJJJEきであったが？弟 5i'Cヲ組絵の目的についての研究があげられよう。いわ

ゆる経営とは｛組織の目的を達成させるため集幽ととも K作業すること」と定義し 3組織

の目的を明確にすることは必要であろう。そこで，学校款育の自様の明確化とその達成のための

経営の過程が重要となるが，次に学校のかかえる謀越の？っとして，学校教育目標の明確化を少

し展開させよう。

-21-



2 . 学 校教育自様のとらえ方

( 1）最近の動向

最近，わが国でも f学校数青白核抑具現化J等の謀題のもと，教育目標・の研究が行われるよう

になってきたが命研究の方向や方法に問題があり，その研究が学校の改善にまで進んでいるかど

うかの評価を行えるまでKは到達していないのではないかと判断できる。

まず，わが国の場合ヲ教育目標を法規の段階では，教育基本法，学校教育法？学習指導要領と

おさえ？構造化すること Kはほぼ共通の理解が待られてL、るようである。しかし，その系列に続

く場合には幾つかの混乱カiみられる。例えば，「教育目標－！＞＇.学校教育郎余計学校経営方針→指導

の：忠点jとし、う系列で自擦の具現イとをはかろうとする研究がみられるが F これは教育自擦と経営

目標の混乱在起こしてL、ること Kなる。また， f学校の教育民主と経営目標とを区別していても？

こ芋年におりてきた場合，その岳擦と方針とを混同して扱っている研究もある a 従って？学校教育

目標の研究の方向として，系統性の砕；立とし、う方向が望まれるであろう。

孜、K，教育目深研究では，分析的研究が主流企占めており？政策的研究が立運才Lているという

傾向がみられる。つまり，現在 p 学校，学年ラ学級等の教育白漂や経営白擦としてどのような項

目があげられてし、るかを？統計的K処置する方法が一般的である。どのような自擦をどのような形

で示したらという目標領域の設定の方法や記述の方法等についてのいわゆる政策的研究は十分に

行われているとiれ、えなL、。教育内容や方法の改普との関係で唱学校教育目標は改善されるKは

政策的な研究方法が採用されるべきであると考える。

ところで，先進諸国にまずし、ても，最近は教育白擦の研究が行われているO イギリスの場合は，

~￥校評議会（ ~； ch o c 1 s Co u t: c i 1 ）の援助によって行われ，初等学校教育の自擦に関する~

がまとめられた。アメリカの場合は，ほとんどの州が最近になって州教育目標を設定したO それ

はそれ以下の段階の教育目標設定の基準とされたが，アメリカの各州の教育自標設定は、教育費の

適正配分と関係がある。ソ注の場合も， 70年代になってから？学掬又脊全体の白採として「国

民紋育法ヰs主主（ 1973)Jが採択され？各教育段階月！Jの教育自採も支え定された．なお，ソ速の

場合？学校教育の目標は教科別。学年別の教育E"J:l票K細分化されるが，この目標K，教授白擦の

他K~Jil育凶~~；が明篠に示されているところに特色がある。

i欠K ，イギリスとアメリカの学校教育目標の設定の特－色につし、て検討する。

(2）イギリスの学校教育目標Kついて

イギリスbておいては，特にプラワデン報告後，初等教育の改革が大きな静止題の 1つとなり，そ

の凶係でネ矛寺学校教育の目様に関する研究が行われるようになった。その代表的な研究の 1つが

「初等教育目標プロジェクト」で，これは学校評議会と初等学校研究開発グループ及びパーミン

ガム大学教育学部の三者Kよって行われた極めて大がかりな研究であった。この研究では，学校

教育目標は 72項目より構成されていたが，それらは表2のような織笠より作成されたものであ

る。この表から判断できるように，「子どもに発達させたい側面Jとして，知的師団fi）身体的側

面ヲ美的側面 p ヰ郁申告主／宗教的側面，情緒的／個人自守'(Jllj[lij，社会的／道徳的側面があげられてい
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る。またヲ「行動上の変化を期待する側面jiては，知識？技能？性質があげられている。 72嵐

自をこれらK分類すると？まず，子どもに発達させたL、側面では知的側面がかなり多く 23項自

が入る。逆K少ないのは精神的／宗教的側面である。次Vt:）行動上の変化の側面て悼みると p 技能

( 2 9項白〉，性質（ 2 8取白），知識（ 1 5項目）のj顕である。また，南側面の交点でみると，

質

茨 2. 学校教育目標の分類

イギリスの：学校教育呂擦を検討してみるとヲそこには怒っかの特色ある傾向がみられる。まず，

知的側面が多ししかもそこて’は，技能及び知識の宿が多く取り上げられていること〉次託手情

緒的／悩人0~1WH百及ひ司社会的／道徳的側面Kついては性質問が多く取り上げられていることがみ

ら才工る。

（ろ）アメリカの学校教育自礁につL、て

アメリカの場合，立を近，各州が州教育自襟~持つよう托なったが， J只自をみるとゾ、！イK；よつて差

があるO しカ λし，差があるとはいえ 9 全沫、·•＝iコ等教育己た革委員．会（ i.‘、、；ミ

the Hd orれ1 of Secondary Educat i叩）は？「中等教育の改革J( TLe Ecf orrn 0f 

Seconc32ry Educ2 ti on）をまとめるに当ってヲ 37州の教育自擦を分析し，独自の出家財jJな

教育目標を提案し f.::.o それは，①変化に対する溺整〈精神衛生）フ②意志伝達の技能？③計算技

能，③職業上の能力，⑤市民としての責任，＠法律や権威に対する尊敬ヲ⑦他の人々 /flι対する理

解，＠自己認識，⑦批判的。客観的な思考，⑬価値観の明石量化？⑬経済的な王室解カ，⑫人類の業

績の評価，⑬自然と環境の認識の 13項目である。この提案された教育自擦は高く評価もされてL、

るが，具体化する方向はこれからの研究議題であるため明確ではなL、。

そこで？とこでは 3特定州の教育自擦を取り上げ，その設定の特色Kついて分析する。東部に

あるコネティカット州の教育当局は，州内の各層の教育嬰求を判断する資料を得る手がかりとし

て， 88項目 Kのぼる目標及び下位呂襟を設定したo この88項目は？①人間中i心的な自様群，

②言語能力を中心とする白擦群，③市民性を中心とする呂様群，③自然科学を中心とする目標苦手

⑤家族，健康，職業を中心とする目標詳ヲ＠芸術を中心とする邑楼群に分類される。先の 88項

目の目標及び下位目標はヲこの分類トて従って分類すると p ①から 15項目， ＠から 13反白，③
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から 10項目，④から？項目，⑤から 23項目，③から10項gで構成されて L必。この分類を

みると⑤は多いようであるが3つの要素が含まれているのではずすと，①と②が多いが，これよ

り人間的な目標と言語能力的な白醇w：：.多く取り上げられていることがわかるO

アメリカの目標設定の領域とイギリスのそれとを比較すると，前者の；場合，特に職業を中心と

する目標群を設定しているところは，全米中等教育改革委員会の教育自擦にもみられるように，

時代的要誌を背景としているといえる。

次K，これらの自擦に対して，どのような反応がみられるかを，学校評議会の研究とコネティ

カット州の研究より分析する。

3 .学校教育目標に対する反応、

( 1｝字校評訟会の研究より

＇－＇－~~t交評議会の調査研究の中，初等学校の教muが学校敦育目標にどのような反応を示したかを分

析した結果からは興味のある傾向がみられ九〉先述の 6側面について，重要視の程度を 3肢選択

で質問した結果Kよると，教師の過半数以上が重視するとあげた侃慣は，情緒的／個人的側面，

知政令｛則前 3社会的側面であることが判明した。また，逆にほとんどの教師が重要であるとは指摘

しなかった側面ぽ？精神的／宗教的側面？身体的側面であったことは注目すべきことである（表

3 ）。

tcvc, 72項目の目僚については，統言十の結果からやはり特色ある傾向をみることができるO

7 2項目のどれが重要祝されているかを分析した結果，上位8位までK入った項目は，先述の諸

側面の分類でL、うと，情緒的／個人的側面が 5項目，社会的／道徳的側面がる項目？知的側面が

2：品目であった。また，先述の行動i認でみると，性質面が5項目？技能面がる項目であοた。

このことより，イギリスの教師の典型的な教育観の傾向として，日本流でいえば，子どもの人

間的な態度ldlを革視して育成しているということがL、えるようである。

なお） J二位 8｛立までKゐげられた自擦は） J院にあげると次の通りである；

。心豊かて？はつらりとし， b：耐のとれた子ともの育成（性質）

。年令と興味。関心K合った教材をJ}g｝符しながら読めること（技能）

。道徳的価値鋭の獲待 Cf主主質）

。正確にしかもすらすらと読めるとと（技能）

。ころと校生活K喜びを：持ち，自分の成果に満足を示すようになること（性質）

。個性の伸長をはかること（性質）

。自分及び他人の財産の尊重（性質）

。学校内タHeおける適切な行動（技能〉

逆l(C, 7 2項目の中？結果的に最下位の白標となった項目は，知的側面の技能的行動K属する

「外国語による会話能力JであっTこ。これは，初宅学校の教育目標と」、う観点K立って判断する

と，納得治九、くであろう。
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表ろ，教師；の考える 目標の主要な側面

(2）コネティカット州当局の研究より

コヰティカット州の調査は州内の青年から老年記至る男女在抽出して行ったもので？その対象

者には，生徒，教自j，学校管理者ヲ父兄，その他の人々が含まれていた。

まず，抽出された被調査者がラ 88 項目 ω自転を大分類したる項lf.~ v＿；中？どの；民自を優先させ

ようと考えてL、るかUてついては，統計的処理によって表 4のような結呆が待られたという。

人 i向中心的な呂擦群 29. 7% 

言語能力を中心とする自伝若手： 1 9 . 9 

市民性を中心とする自襟群 1 9 . 6 

自然科学を中心とする白襟街ミ i 4 . 4 

家族手健原.~ 職業を中心とする白傑群 1 0 . 3 

芸術を中心とする宮様群 3 . 5 

表 4.被調査者が重要視している目 標 群

この結果からは，人間中心的な自襟岩手がかなり高い支持を受けていることがわかるが，この群

vて含まれている目標とはヲ例えば，他の人々のことに関心＆払うこと，他の人々のいわんとする

ことを傾聴すること，一生涯Kわたる自己発展の過程として学習会みること等があげられる。

次l吃， 88項呂の各々 κ対する全体的な支持率より，上佼 10位以内の呂擦を先の白襟群vとわ

けてみると 3 言語能力を中心とする白保群かろ項目 p人間中心的な自様群が 5項目，市民性を中

心とする忌襟告が 2項目，家族。健農 c職業を中心とする呂様群が 2J:員自となっているO

なお，上位 10位までKあげられた呂操は＇｝！長』てあげると次の通りである；

。意志の伝達を効果的K行えること（言語〉

。年令と興味。関心vcNfJした読解ができること（言語〉

o他人の意見を傾聴できること（人向）

。他人のためK関心を払うこと（人間〉

。ゐらゆる個人の権別主自由を叉持ーすること（市民）
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。薬の悪筈K気がつくこと（健康〉

。事実と意見の区別ができること（言語）

。一生涯にわたる継続的な過程として学習をみなすこと（人間〉

o政治の主要な構造と機能とを理解すること（市民）

。生産的市民となることを望むこと（職業）

逆K，支持率が低く，下位 10位以内に位霞づけら才守している百擦は，先の自徐群て寸つけると，

芸術を中心とする白襟群が 8項目で？言語と自然科学に付与わる包括群が各 1項目となフている。

コネティカットHiの住民の教育自様iて対する反応、からは，よき市民となるための目標が重視さ

れているという一般的傾向を読みとることができるO

ところで c 向上州の住民の→此的傾向とは知)It[ ，年令やiμ能業等Kよヮて区別してみると，特殊

的傾f&Jがみられる。

まず？年令的i，ていうと， 18 才未満の生徒は 7 特K芸術関係、の自様群K~封心を示し，次いで人

！？拍りな担保併花関心土示してし‘るが，自然科学や外国誌の自擦にはあまり関心を示さないという

伶！日を示しいとし、る。ところが， 18才以よで 35才未満の一般市民と教的は，人間的な自様群を

：主視し？芸術t~J係の自援をトについては、重税したいという傾向を示している。また， 3 5才ら人上で

／~ 9 才未満（，＿.， j.t.J~.~i 9 自然科学の自主主若手を主視し，人11I:l及び芸術の目標群を重視しないという傾

向を示しており， 4 5：才＼じよ上のー紋市民は 3家族。健康。駿業，市民性ラ言語関係、の目標辞令重

視しているとレう i攻防jを示している。

Jえ上fつことから？世代や職業等の属によっても，目標観lて特色，がみられることが理解される0

¥5)2つの研究成果より

以上旬） 2つの研究をj：凶tすると，学：i交教育白；尽に対する反応、比興味のある特色がみられる。コ

ネティカ、ノトチ！｛の調査では，：意志伝達の方法つまり会話を効果的に行えるよう K学習するという

ことと，年令と発達段階に即応した読解力を身につけることが支持苦手として高いことが明らかK

，な・コている。この両者l立、学校評議会の研究でいうと，行動のffiUihlの技能の領域K入るものであ

り，特K ，全国守側面に入る読解力の能力の育成は，紡等学校の教師の調査からは：第 2位κ設かれ

た到i~／：三討議待日七五の 1 つとなっている。

fiDj；古の相違といえば，イギリスの場合，初等学；技のあ；grおきの多くが，情緒的／個人的側面で、の

性格的行劫K属する「調和のとれた子どもの育成」を重要視し，統計ーでは第1位になっていると

いうことでゐる。もうとも，アメリカの場合でもョイギリスの項目に比して，かなり具体的では

あるが，個人的・fniJ百］＇~t[.入れられる学校教育目標が高く評知されていることはし、うまでもな L 、。

このような学，佼教育自襟の研究は孜育裂求や期待の把盗とその笑現化忙役立っていることは勿

論であるのまず，教部や数育関係者が子どもの教育要求の水準や父5己やそのイ訟の人々の社会的期

待：を把握することは，組織としての学校ないし教育機関をあずかる者にとっては最初~{!C 妥望され

ることであると信ずる。とはいえ，例えば，教師が学校校脊包援を設定してその目抜をiお蕊させ

るための組滞泊セ行動を起す；場合，かなり高度の意志決定セ迫られることはいうまでもなし、。教師

は？子どもの発達水準からくる教育要求と敬育乞一応はゐる程度以上は受けたχ兄与の社会合り必
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待（ここには社会の文化水準も含まれる）に応えて教育計画を立案することになるが，それにつ

いてはかなりの責任伝負わなければならなし、。もし子どもの要求に近い立場でその立案をはかれ

ば？学校は子どもにとってはユートピアになっても，学校に対する社会的期待からは反すること

になるロ逆vc:＇社会的期待 Kよると F学技は子どもの興味。関心や発活jく準からは遊離して灰色

の環境つまり雰 lm気を持つこと Kなってしまうであろう。

また，学校教育目標の研究は，その自擦の実現化をはかる研究を行う場合，どのような側面を

育成させるべきかを検討させることになる。先述のイギリスの例Kみられるように，そこでは，

期待される行動変容の側面が，知識と技能と性f廷に区別されて明示されているO ねらいを明確に

し，それを実現させられる方向で教育言十函を立案させると Lづ意味から，学校教育自擦の研究は

重要と考える。

4 .わが国におけあ学校教育目標の研究の：だめに

現在，組織としての学校のかかえる問題が山積している時，学校教育自擦の研究だけで争れら

の問題が解決されるわけではないことは承知しているが？組織人の経営への積磁的な参加と組織

の凝集Kは学校教育自擦の明確化は回避できない研究の 1つである。

ここにあげた先行研究を参考K，学校教育自襟研究の今後の課題を若干あげてみたL、。

。学校教育自擦の系統化をはかること一従来の研究托は，自擦はあってもそれらの上下と横の関

係が構造化きれない例や反発する自撰群を無理に構造化するとしづ例がないではなかった。学校

教育目僚として上下と横の関係を構造化するとともに，それを効果的，合理的K達成させるとい

う意味では，学校教育呂標達成の方策も系統化される必要があろう。

。学校教育目標の政策的研究が必要であろうー従来ヲ学校教育白採の研究は，分析的手法が進ん

でも総合的手法が主流であった。現在ある呂援がどのようなものであるかと Lづ分析的研究や今

ある白磁を総合的にとらえようとする研究では未来志向的研究Kはならな L、。組織。としての学校

長変えていけるような目標研究という意味で，政策的研究が必嬰であろう。

。学校教育白磁の設定の場合，行動K移せるような自擦にする必要があろう－＇..学校教育自擦が政

策的見地より系統的。構造的Uてとらえられても，それが抽象的な総括目標であってはならなL、。

系統的 a 構造的K設定された白擦が具体的な罰守面ができるまでおろされるよう Kなヮたら望まし

L、。その 1つの形式として行動目標のようなものが考えられよう。

。学校教育目標は授業の目標と一体化され？前者の呂擦の先端は授業Kおりてくるような研究が

必要てあろうー従来，学校教育自棋と授業の目標Kはギャップがあるといわれてきたが，もしそ

の通りであるとすれば学校は何をやってきたのかということになるO 学校の教育は「授業」を過

して行われる時K ，両者の自擦にギャップがあるということは少なくともどちらか一方の自採は

空文Kすぎなかったということができる。学校は授業で文化の創造が行われるので，授業の中K

学校教育目僚が位置づけられなければならなし、。

。ザj~，＇；；｝＇{r :r·~'i' [j ・：ぷの研究は継続的に自己修正的K行われるものであるー従来，学校教右：自採り：一度
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設定されれば，その研究は終了するかのよう K受け取られた。成J程ヲ基本的な目標なり総括的に

示された目標は不変であっても，それが細分化されれば，その段階では時々修正が必要であろう。

特』て，学校とし、ぅ組殺は，内外の要請K応えて，自己更新的K変化することも期待される折，

乙同交教育開票も継続的な自己評価を通して修正されなければならず，その研究は続けられるべき

であるO
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